
【
金
銭
債
務
に
関
す
る
無
料

相
談
会
】
開
催
の
お
知
ら
せ 

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
か
？ 

県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

職
業
訓
練
生
募
集 

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ 

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す 

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た 

親
権
制
限
制
度

 

知
っ
て
い
ま
す
か 

〈
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
〉 
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借
金
を
抱
え
て
お
悩
み
の
県
民
の

方
を
対
象
に
、
法
律
専
門
家
に
よ
る

無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
多
重
債
務
と
い
っ
た
借
金
問
題
は

解
決
で
き
ま
す
！
　秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、是
非
こ
の
機
会
に
御
相

談
く
だ
さ
い
！
　徳
島
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。 

日
時 

平
成
25
年
12
月
21
日
�
　
午
後
13

時
〜
16
時 

場
所 

南
部
総
合
県
民
局 

阿
南
庁
舎
２
階

会
議
室
（
阿
南
市
富
岡
町
あ
王
谷
46
） 

受
付 

相
談
料
、
無
料
。
予
約
不
要
（
先
着

順
で
す
）。
当
日
会
場
で
受
け
付
け

し
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先 

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
８
│
６
２
３
│
０
６
１
２ 

FAX
０
８
８
│
６
２
３
│
０
１
７
４ 

   

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し

ま
す
。 

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

で
す
。 

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。 

○
調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解

い
た
だ
き
、
御
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先 

役
場
総
務
企
画
課 

　
☎
77
│
３
６
１
１ 

      

■
徳
島
県
最
低
賃
金 

　
　
　
　
　
時
間
額
　
６
６
６
円 

（
平
成
25
年
10
月
30
日
か
ら
） 

お
問
い
合
せ
先 

徳
島
労
働
局
賃
金
室 

　
☎
０
８
８
│
６
５
２
│
９
１
６
５ 

    

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。 

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各

種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職

金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
で
き
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て

速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部 

〒
１
７
０
―
８
０
５
５ 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
│
24
│
１

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル 

☎
０
３
│
６
７
３
１
│
２
８
８
７ 

FAX
０
３
│
６
７
３
１
│
２
８
９
０ 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。 

h
ttp
:
//w
w
w
.rin
taik
y
o.tai 

　
　
　sy

ok
u
k
in
.g
o.jp
/ 

    

訓
練
科
　
Ｉ
Ｔ
技
能
科
３ 

内
容
　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
　
等 

定
員
　
15
名 

対
象
　
離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業

安
定
所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受

け
た
人 

訓
練
期
間
　
２
月
19
日
�
〜
５
月

16
日
�
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
校
日
） 

訓
練
時
間
　
９
時
〜
16
時 

訓
練
場
所
　
四
国
進
学
会
　
阿
南
校 

受
講
料
　
無
料
　
※
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担 

申
込
期
間
　

12
月
18
日
�
〜
１

月
29
日
� 

申
込
先
　
居
住
地
を
所
管
す
る
公
共

職
業
安
定
所
へ 

お
問
い
合
せ
先 

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル 

　
☎
０
８
８
４
│
26
│
０
２
５
０ 

    

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。 

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。 

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

出
願
期
間
　
２
月
28
日
ま
で 

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
│
６
０

２
│
０
１
５
１
）
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

     

親
権
制
限
事
件
と
は 

　
父
親
、
ま
た
は
母
親
の
親
権
（
財

産
管
理
権
）
の
行
使
に
問
題
が
あ
る

場
合
に
、
そ
の
父
親
や
母
親
の
親
権

を
失
わ
せ
る
「
親
権
喪
失
」、
２
年

以
内
の
期
間
に
限
っ
て
親
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

「
親
権
停
止
」、
未
成
年
の
子
ど
も
の

財
産
を
管
理
す
る
権
利
、
財
産
管
理

権
を
失
わ
せ
る
「
管
理
権
喪
失
」
の

３
つ
の
事
件
を
さ
し
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
「
親
権
停
止
」
は
、

児
童
虐
待
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、

平
成
24
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
制

度
で
、
親
権
を
失
わ
せ
る
ま
で
の
必

要
は
な
い
事
案
で
も
、
子
ど
も
の
利

益
を
守
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て

親
権
を
制
限
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

お
問
い
合
せ
先 

徳
島
県
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課 

　
☎
０
８
８
│
６
０
３
│
０
１
１
１ 


